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標
題
作
品
の
景
観
年
代
に
つ
い
て
は
、
張
洋
一
「
当
館
蔵　

高
野
山
図
屛
風
に
つ
い

て
」（『
堺
市
博
物
館
報
』
一
八
、
一
九
九
九
年
）
が
金
堂
裏
手
の
礎
石
群
を
六
角
経
蔵
跡

と
比
定
し
、
十
九
世
紀
前
半
と
す
る
説
を
示
し
た
。
以
降
は
こ
れ
が
踏
襲
さ
れ
て
き
た

が
、
本
論
文
で
は
、『
紀
伊
続
風
土
記
』
や
『
高
野
山
古
絵
図
集
成
』（
日
野
西
眞
定
編
、

清
栄
社
、
一
九
八
三
年
）
に
よ
り
、
礎
石
群
は
灌
頂
堂
跡
で
あ
る
と
し
、
景
観
を
十
八
世

紀
半
ば
と
す
る
新
見
解
を
示
す
。
併
せ
て
、
張
氏
が
検
討
課
題
と
し
て
挙
げ
た
点
に
つ
い

て
も
回
答
を
用
意
し
て
い
る
。
そ
の
過
程
で
述
べ
ら
れ
る
、
高
野
山
を
描
い
た
絵
図
類
の

概
論
と
本
図
の
位
置
づ
け
に
よ
り
、
読
者
は
高
野
山
参
詣
の
歴
史
を
理
解
す
こ
と
が
出
来

る
。
ま
た
、
御
廟
橋
の
女
性
ら
し
き
人
物
描
写
を
一
例
と
し
て
、
継
承
さ
れ
る
絵
画
表
現

と
聖
域
を
描
く
意
識
に
言
及
す
る
。
そ
う
し
た
一
連
の
論
証
で
は
、
結
論
が
出
せ
な
い
点

に
つ
い
て
も
丁
寧
に
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
必
ず
し
も
実
景
が
描
か
れ
る
わ
け
で
は
な
い
画

中
の
、
ど
こ
に
着
目
す
れ
ば
往
時
の
風
景
や
制
作
の
意
図
に
迫
る
こ
と
が
出
来
る
の
か
と

い
う
点
に
つ
い
て
、
学
ぶ
こ
と
が
多
い
。

　

景
観
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
加
え
、
絵
画
様
式
の
上
で
も
、
当
屛
風
の
製
作
時
期
は

十
九
世
紀
前
半
よ
り
遡
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
多
く
の
具
体
例
を
挙
げ
て
示
す
。
さ
ら

に
、
他
作
品
に
み
え
る
描
写
の
類
似
か
ら
、
参
詣
・
名
所
絵
図
の
需
要
と
そ
れ
に
応
ず
る

絵
師
の
製
作
現
場
に
向
け
ら
れ
た
著
者
の
視
点
が
重
要
で
あ
ろ
う
。
旅
文
化
と
絵
画
、
描

く
側
・
見
る
側
に
お
け
る
情
報
の
共
有
と
い
っ
た
多
様
な
位
相
か
ら
対
象
と
そ
の
背
景
を

俯
瞰
す
る
姿
勢
は
、
著
者
の
豊
富
な
経
験
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
絵
師
・
注
文
主
・
受

容
者
に
寄
り
添
う
こ
と
で
広
が
る
奥
行
に
つ
い
て
も
気
づ
か
せ
て
く
れ
る
。
な
お
、
著
者

の
勤
務
先
で
あ
る
大
和
文
華
館
で
は
特
別
展
「
聖
域
の
美
―
中
世
寺
社
境
内
の
風
景
―
」

（
二
〇
一
九
年
十
月
五
日
～
十
一
月
十
七
日
）
が
開
催
さ
れ
、
当
屛
風
は
も
と
よ
り
多
種

多
様
な
寺
社
境
内
の
画
像
史
料
が
一
堂
に
会
し
た
。
同
展
図
録
に
は
著
者
に
よ
る
「
総
論

　

中
世
寺
社
境
内
の
風
景
」「
付
論　

高
野
山
の
風
景
」
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
三
島
暁
子
）

泉
万
里
「
江
戸
時
代
の
高
野
山
図
屛
風
（
堺
市
博
物
館
蔵
）
に
つ
い
て
」（『
大
和
文
華
』

第
一
三
四
号
、
二
〇
一
九
年
三
月
）

　　

王
朝
物
語
文
学
へ
の
憧
憬
を
基
盤
に
院
政
期
以
降
成
立
し
た
擬
古
物
語
―
も
っ
と
も
こ

う
し
た
イ
メ
ー
ジ
を
刷
新
す
べ
く
企
画
さ
れ
た
全
集
で
あ
る
―
と
さ
れ
る
作
品
の
う
ち
、

絵
巻
と
し
て
現
存
す
る
六
点
の
注
釈
書
。
伊
東
氏
が
復
元
・
紹
介
に
寄
与
し
、
単
著
に
ま

と
め
ら
れ
た
『
藤
の
衣
物
語
絵
巻
』（
遊
女
物
語
絵
巻
）
が
一
冊
の
半
分
を
占
め
る
。
近

年
、
よ
り
原
本
に
近
い
白
描
絵
巻
の
出
現
し
た
『
下
燃
物
語
絵
巻
』
の
初
め
て
の
本
格
的

な
注
釈
が
こ
れ
に
続
く
（
模
本
が
影
印
で
紹
介
さ
れ
翻
刻
も
あ
り
）。
そ
し
て
美
術
史
研

究
で
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
作
品
か
ら
、『
豊
明
絵
巻
』『
な
よ
竹
物
語
絵
巻
』『
掃
墨
物

語
絵
巻
』『
葉
月
物
語
絵
巻
』
を
収
め
る
。

　

読
み
や
す
く
整
え
ら
れ
た
校
訂
本
文
を
上
段
に
、
口
語
訳
を
下
段
に
配
し
た
後
、
校
訂

上
な
い
し
語
釈
な
ど
の
注
、
梗
概
と
絵
の
説
明
、
解
題
と
参
考
文
献
を
加
え
る
。
物
語
を

辿
る
の
に
梗
概
は
有
難
く
、
国
文
学
側
か
ら
の
研
究
史
整
理
は
物
語
作
品
と
し
て
の
理
解

の
導
き
と
な
る
。
絵
は
図
版
に
収
め
る
場
面
が
少
な
く
、
歯
が
ゆ
い
。
た
だ
多
く
の
画
中

詞
を
伴
う
『
藤
の
衣
』
は
伊
東
氏
の
単
著
が
あ
り
、『
豊
明
』
以
下
は
参
照
に
困
ら
な
い
。

『
下
燃
物
語
絵
巻
』
は
別
途
企
画
さ
れ
る
と
思
う
が
、『
思
文
閣
古
書
資
料
目
録
』
一
九
七

（
二
〇
〇
六
年
）
に
絵
の
全
六
段
の
う
ち
五
段
を
カ
ラ
ー
で
掲
載
す
る
（
甲
子
園
学
院
現

蔵
）。
物
語
本
文
に
沿
っ
て
、
画
面
を
言
語
化
し
た
こ
と
に
意
義
が
あ
る
。
注
や
解
題
で

は
、
時
お
り
校
訂
者
の
踏
み
込
ん
だ
解
釈
も
示
さ
れ
、
精
読
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
議
論

が
深
ま
ろ
う
。
月
報
は
池
田
忍
「
物
語
批
評
と
し
て
の
絵
と
画
中
詞
―
『
藤
の
衣
物
語
絵

巻
』
に
寄
せ
て
―
」
で
、
火
桶
に
注
目
し
中
世
的
「
家
」
と
の
脈
絡
か
ら
解
釈
を
施
す
。

　

中
世
白
描
物
語
絵
巻
の
成
立
・
享
受
に
は
女
性
読
者
が
深
く
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
が
、
白
描
源
氏
絵
や
『
平
家
公
達
草
紙
』『
新
蔵
人
』『
ち
ご
い
ま
』
等
を
含

め
、
国
文
学
系
の
女
性
研
究
者
達
を
中
心
と
し
た
新
し
い
試
み
が
続
く
。
こ
れ
が
現
行
の

学
術
体
系
を
刷
新
す
る
動
き
と
な
る
の
か
、
サ
ブ
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
の
固
定
化
に
作
用
す

る
の
か
、
注
視
し
て
い
る
。
本
書
の
よ
う
な
書
籍
で
中
世
史
研
究
者
も
若
い
時
に
目
を
通

す
対
象
に
加
わ
れ
ば
、
ま
た
将
来
の
展
開
の
可
能
性
も
あ
る
だ
ろ
う
。�

（
藤
原
重
雄
）

伊
東
祐
子
校
訂
・
訳
注
『
中
世
王
朝
物
語
全
集 

二
二　

物
語
絵
巻
集
』（
笠
間
書
院
、

二
〇
一
九
年
六
月
）
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近
世
か
ら
近
代
に
お
い
て
、
寺
社
に
参
詣
し
た
者
が
持
ち
帰
っ
た
手
土
産
の
一
つ
に
境

内
絵
図
が
あ
る
。
本
論
文
は
、
九
州
歴
史
資
料
館
と
太
宰
府
天
満
宮
が
所
蔵
す
る
計
二
十

種
の
太
宰
府
天
満
宮
の
境
内
絵
図
に
つ
い
て
、
そ
の
図
版
を
提
示
し
つ
つ
、
概
要
を
紹
介

し
た
も
の
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
境
内
絵
図
を
概
観
す
る
。
太
宰
府
天
満
宮
の
境
内
絵
図
は
、
主
に
境
内
を
画
面

中
央
に
配
置
し
、
そ
の
周
囲
に
門
前
町
や
周
辺
の
名
所
旧
跡
が
配
さ
れ
る
と
い
う
構
図
を

持
つ
。
江
戸
時
代
の
制
作
分
が
六
種
、
明
治
期
の
制
作
分
が
十
四
種
確
認
で
き
る
と
し
、

後
者
よ
り
前
者
の
方
が
高
い
視
点
か
ら
境
内
を
俯
瞰
す
る
形
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
。

　

次
に
境
内
絵
図
を
三
つ
に
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
し
つ
つ
、
個
別
の
作
例
の
紹
介
を
行
う
。
第

一
に
、
太
宰
府
神
社
社
務
所
か
ら
明
治
期
に
発
行
さ
れ
た
七
種
で
、
明
治
二
十
五
年
（
一

八
九
二
）
の
も
の
が
最
も
古
い
。
第
二
に
、
暗
香
社
（
太
宰
府
天
満
宮
回
廊
の
一
角
に
あ

っ
た
土
産
物
を
扱
う
商
店
）
か
ら
明
治
期
に
発
行
さ
れ
た
二
種
で
、
一
つ
は
大
阪
市
の
人

間
が
印
刷
者
で
あ
っ
た
と
す
る
。
第
三
に
、
文
政
二
年
（
一
八
一
九
）
に
発
行
さ
れ
た
も

の
を
含
む
、
上
記
に
括
ら
れ
な
い
十
一
種
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
作
成
に
関
わ
っ
た
人
物

や
図
様
が
異
な
っ
て
い
る
。

　

続
い
て
、
前
述
の
第
一
グ
ル
ー
プ
の
内
、
印
刷
者
・
代
表
者
が
共
通
す
る
五
点
を
取
り

上
げ
、
そ
の
変
遷
を
論
じ
る
。
ほ
ぼ
同
じ
構
図
で
も
細
部
に
差
異
が
見
ら
れ
、
境
内
の
変

化
が
速
や
か
に
絵
図
に
反
映
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
触
れ
た
上
で
、
こ
れ
ら
の
絵
図
が
社
務

所
に
よ
る
公
式
観
光
マ
ッ
プ
と
し
て
の
意
味
を
持
っ
た
の
で
あ
ろ
う
と
評
価
す
る
。

　

最
後
に
、
こ
れ
ら
の
境
内
絵
図
が
、
境
内
の
景
観
変
遷
の
考
察
材
料
と
な
り
う
る
こ
と

や
、
絵
図
作
成
に
関
わ
っ
た
下
絵
画
家
や
印
刷
業
者
、
当
時
の
福
岡
県
の
寺
社
で
制
作
さ

れ
て
い
た
絵
図
の
全
体
像
を
考
え
る
上
で
重
要
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
確
認
し
て
い
る
。

　

本
論
文
は
、
境
内
絵
図
が
宗
教
史
・
美
術
史
研
究
に
寄
与
す
る
可
能
性
を
具
体
的
か
つ

端
的
に
示
し
た
も
の
と
考
え
る
。
筆
者
が
論
文
の
末
尾
で
予
告
し
て
い
る
、
当
該
の
境
内

絵
図
に
関
す
る
さ
ら
に
詳
細
な
分
析
を
楽
し
み
に
待
ち
た
い
。�

（
石
津
裕
之
）

日
野
綾
子
「
太
宰
府
天
満
宮
境
内
絵
図
―
九
州
歴
史
資
料
館
・
太
宰
府
天
満
宮
所
蔵
資

料
か
ら
―
」（『
九
州
歴
史
資
料
館
研
究
論
集
』
第
四
三
号
、
二
〇
一
八
年
三
月
）

　　

明
治
初
年
に
日
本
を
訪
れ
、
正
倉
院
宝
物
を
手
に
取
り
精
査
し
た
英
国
人
が
い
た
。
ク

リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
ド
レ
ッ
サ
ー
が
そ
の
人
で
、
ミ
ン
ト
ン
や
ウ
ェ
ッ
ジ
ウ
ッ
ド
な
ど
の
陶

磁
器
の
装
飾
図
案
も
手
が
け
た
デ
ザ
イ
ナ
ー
で
あ
る
。
彼
が
帰
国
後
に
執
筆
し
た
『
日
本

―
そ
の
建
築
、
美
術
、
工
芸
』
に
は
、
豊
富
な
ス
ケ
ッ
チ
と
と
も
に
日
本
滞
在
中
の
見
聞

が
詳
し
く
記
録
さ
れ
て
い
る
。
表
題
論
文
は
そ
の
見
聞
記
の
翻
訳
に
註
釈
を
加
え
た
も
の

（
未
完
）
と
、
そ
こ
に
記
さ
れ
る
正
倉
院
宝
物
調
査
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。

　

博
物
館
創
生
期
の
日
本
で
展
示
す
べ
く
、
英
国
の
博
物
館
か
ら
産
業
工
芸
品
が
寄
贈
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
輸
送
と
日
本
政
府
へ
の
引
き
渡
し
を
託
さ
れ
た
ド
レ
ッ
サ
ー

は
、
明
治
九
年
末
に
横
浜
に
到
着
す
る
や
、
政
府
高
官
た
ち
に
国
賓
待
遇
で
迎
え
ら
れ

る
。
彼
の
知
識
や
鑑
識
眼
は
高
く
評
価
さ
れ
、
内
務
卿
の
大
久
保
利
通
は
日
本
各
地
の
手

工
業
の
視
察
を
依
頼
し
、
外
貨
獲
得
の
た
め
の
助
言
を
求
め
た
。
翌
年
正
月
、
横
浜
か
ら

船
で
神
戸
に
向
か
っ
た
ド
レ
ッ
サ
ー
は
、
以
後
二
カ
月
余
り
を
か
け
て
人
力
車
で
各
地
を

巡
り
、
陶
磁
器
や
和
紙
・
漆
な
ど
の
産
地
を
調
査
し
、
寺
社
や
街
中
で
歴
史
的
な
建
築
・

意
匠
を
発
見
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

博
物
館
長
の
町
田
久
成
の
便
宜
に
よ
り
実
現
し
た
、
東
大
寺
大
仏
殿
に
お
け
る
正
倉
院

宝
物
の
調
査
は
特
に
印
象
的
だ
っ
た
よ
う
で
、
詳
細
な
記
録
が
残
さ
れ
て
お
り
、
表
題
論

文
で
は
具
体
的
な
宝
物
比
定
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
ド
レ
ッ
サ
ー
の
調
査
は
明
治
天
皇
の

宝
物
天
覧
の
直
前
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
著
者
は
町
田
が
宝
物
の
美
術
的
価
値
や

原
産
国
に
関
す
る
情
報
を
得
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
。
実
際
、
ド
レ
ッ

サ
ー
は
見
聞
記
の
中
で
、
日
本
人
は
宝
物
の
産
地
を
知
ら
な
い
と
し
て
、
産
地
に
関
す
る

自
身
の
見
解
を
披
露
し
て
お
り
、
彼
の
助
言
が
初
期
の
宝
物
調
査
に
与
え
た
影
響
は
考
慮

す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
見
聞
記
に
は
他
に
も
、
建
築
や
風
習
、
小
規
模
産
業
の
様
子
な
ど
、

明
治
初
期
の
様
子
が
生
き
生
き
と
描
か
れ
て
お
り
、
興
味
は
尽
き
な
い
。（
稲
田
奈
津
子
）

佐
藤
秀
彦
「
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
ド
レ
ッ
サ
ー
と
正
倉
院
宝
物
」、
佐
藤
秀
彦
（
監
修
・
解

題
・
註
釈
）・
岸
田
陽
子
（
翻
訳
・
註
釈
）「
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
ド
レ
ッ
サ
ー
著
『
日
本

―
そ
の
建
築
、
美
術
、
工
芸
』
第
１
章
〜
第
２
章
」、
同
「
同
、
第
３
章
〜
第
５
章
」（『
郡

山
市
立
美
術
館
研
究
紀
要
』
第
５
・
８
・
９
号
、
二
〇
〇
七
・
一
五
・
一
八
年
三
月
）


